
調査日 ： 平成27年12月7日(月)～11日(金)
回収率 ： １００．０％

※矢印は0.2ポイント以上の増減を示す。

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 85.7% 14.3% 3.0
昨年度 88.9% 11.1% 2.9

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 90.5% 9.5% 3.0 ↑
昨年度 75.6% 24.4% 2.8

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 90.5% 9.5% 3.1
昨年度 82.2% 17.8% 3.0

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 87.8% 12.2% 3.0
昨年度 79.0% 20.9% 2.9

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 78.0% 22.0% 2.9
昨年度 79.6% 20.5% 2.9

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 95.1% 4.9% 3.2
昨年度 90.9% 9.1% 3.1

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 61.9% 38.1% 2.7 ↓
昨年度 86.7% 13.3% 3.0

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 78.0% 22.0% 3.0
昨年度 88.6% 11.4% 3.0

４＋３ ２＋１ 平 均
今年度 95.0% 5.0% 3.2 ↑
昨年度 95.5% 4.4% 3.0

８　生徒の日々の健康維持や管理，健康増進を促すための取組を行う。

　生徒の家庭での過ごし方，生活習慣の乱れに
よる学習への影響が危惧される。

９　生徒の主体性の確立を促すための教育活動の工夫に努める。

　評価は上がってはいるが，大きな行事での活
動に対する評価と日常の活動での評価に差が
ある。

　進路希望等の実態に応じた講座の研究を今後
ともさらに進める。

６　生徒の卒業率および進路決定率の向上のための教育活動の工夫に努める。

　本校生徒は進路希望が多様ではあるが，系統
的な進路指導や就職環境の好調さもあって，進
路決定率は高い状態を保っている。

７　生徒のマナーに対する意識および公共性を向上させるための取組を行う。

　様々な場面で指導を行っているが，評価が下
がった。全職員の共通理解のもと粘り強く継続し
て指導を行っていく必要性がある。

　修学指導の取り組みに対する評価は上がって
いるが，生徒の環境が個々で異なるため，効果
にばらつきが見られるのは否めない。

５　生徒の実態に応じた教育課程や講座展開の研究に努める。

２　保護者との連携をより深めるための方策を講じる。

　少しではあるが効果が上がってきているのでは
ないか。学校の状況や学校行事への参加を知ら
せる手立てをさらに模索したい。

３　単位制の特色やシステム，よさ（利点）を地域および中学校へ周知するための広報活動に取組む。

　広報誌の配付やHP，地域の活動への参加等
により少しずつではあるが学校への理解が高
まっているのではないか。

平成２７年度　職員による各部の活動の評価

回　 答 ： ４・非常に良かった　　３・良かった　　２・悪かった　　１・非常に悪かった

１　単位制の特色やシステム，よさ（利点）を生かすための研修および実践の工夫に努める。

　単位制の特色や利点を研修する機会をさらに
設ける。

４　生徒の欠課時数や不認定講座および修学指導対象者の減少に向けての取組を行う。

全日制 


